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〔8.1(,f<)・8.2(iil /J1'.,J＇作体不〕

rl -1~ に’下問（J (Jに体系1ヒされた医’γ：が（L； オえし たのは、 Jj＿世紀の初'Mi 、 ·：vi鮮半jみからであった。 こ の11.'ffぷ4とした医

，γ：は1I '1£1の医’rであ り、これ以後、 J91止紀に去るまで、日本の｜包’Y：の主流は'11llclの医ザ：であ った。

1l1lfilで医学が体系づけられたのはイ刈大戦｜五｜時代の末 （紀1i:1ilJ 4～ 3世紀）である。医という7・が、もとはfil

tll （みこ ）を立l床する ~g_ を含んだ笠で》あ り、薬物 （ ii内）を川いるようになって幣に変ったと言われるように、

それ以1iliの医療が、「l然保·ti'による l児科；r( , ifflJ と経験療法によるものであったことに、 •I• 同も u ＋も変わりはな

かった。

111 I EI院予の •＇ i典には、 量尋泊。逗ー ），~ -1~ (l'・J ~·医’7：里l\ ,1i命と ii·付：f を主とした治療の技法を説いたもの、「 kM1」と「誤
射」の 2 古，，に分れている、 i縄基量謡ー築物『 I ｝：て’あ り、 -1~ •＇，＇（ •＇［：ーの J峨となった文此 福議論 －；＇，；！：~I：州U1i.J の症
状と治療法を述べたもの、 金匿要略ート見’ド1:4tiJの症状と治療法を述べたもの、があり、これらのほとんどが｜室’下，！？

としての Jf~ を燃えたのは 、 i~ミのH

の：交；：主 とともに ltl家の‘1·~）主とし て ｜窒学 ’ I ~の制i~が行弘．われるようになリ、 2千干’Eの病r.：、疾病の！点！klや症状を論じ

た 「詰論議張議」 、 「仲良川崎正」の系請をひく「話催基量」などが制撤され、 n；~ J杉のまま現存する松山の1111£1

の｜災7：全。＇！： 「借忌羊益量五」（「羊益若」）「羊益量元」 も抗された。つづく 米の時代 （960-l279）には、「品品i局
若」「示半量量元」「主語語録」など 、 II 本の 125:'t1 1｝＇にも多大な ；；＼~l＇·：；を与えた ，＇｝＇物州識されるー ｝j 、民禿な印
刷lj術の ill［.｝止とともに jJclの 目1 ·~業ーとして多くの抗姿医ザ： ，＇｝＇の校訂 Ii＼）以が行なわれた 。 また、このH寺代には、イ』「；i•'{:

カ＜ f也に wリ をみないはど発展し、 一自立に「i匝鎖基葦」と II乎ぱれる 「iギ主i足~fl尖~半草」 「制 Ii州五註必目指11:ridi:l
：.：（~ ，.，；，：」の制~が行なわれている 。

令（j ll5～ 1234）、Ji:(l 279～ 1367）のII.Htに

なると 11，~＿＂｛：は f;/,j ＂＇｛： の；；（~~－＼：；を 色波 〈受けるよつ

になリ、それまて’主流を ，1；めてきた紙験的、

%以（J(Jな｜矢’γーに代って、｜位協idt説やJiili六

公の，；見てヂ｜！論つ’It、それに法づいて治療法を

たてた保々な iJiUJ~ ヵυ I=. まれた このflji!l1Jはl引

のU.'i'f~ (l 368～ l66l）にもひきつがれ、また、

目Jf究機五liの，：・：iWiとともに、＋・・；.：・下を応大成し

た、 「基量諭旨」をはじめ、h川：1人j伐の研究

' I ~： 「語註」 、 「協議議迄非」 、 「虚単rriま」 、 「ii
疫論」など多くのl長 ， I ｝：が制~~された 。 しかし
大J,,j的にみると 1liJEll片γ：は沈滞のfi:fi111Jをたど

り、泊代（1644～l912）の末期lには、 114i下医学

の移入が臨んにffなわiLるようにな っていっ

たのである
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「延 h 抗i：安」



Ji.世紀に日本にfi;:!fとした111I Ell矢’γーは、＇Iι去二時代に入って定，nし、 LI,-j（人の 千による l室 ＇ I ~：の制~も行なわれる
ようにな っ た 。 当附の If~ i' 伝える日本でf1－＇ら れた 11止 ， 1 ，の ｜九I ~： 「僅芯五」は、永飢 2if:. (984) （こ＂HWIナl波
1,1~ 紅lによ っ て 抗 された全30巻の医学全力であ る 。 jl（·；代の ｜室、 1:= r ,NH1iiilfil似J命』 に桃成をならい、 j l(·i 、 w 、•：UJ!.ffの

｜亙.1:=1 20余純を 参与ーにし て抄 II'. し た記’F を !i'.JJI~ を lリ ］ ， J、しながら制述しているため、 JJlイlてがは 、 「 I~.心 ／j 」によ っ
てのみその（f-,(1＝：を知lる，1：：物もあり、，＇if（点洋医学研究のi'lif（な資料とm日Iiされている。－}j、｛ムリ与の11＇には、

イ ン ドや 11 11JI の ｜英学の知織が含ま れていたことか らすでに公良 11.'i代から fN H~の •I• には医療活動を行な う も のが
存イ1ーしたが、鎌fr時代に入ると、医学の主将怖をfN侶がti.itるこ ととなった。lfai汽；i三のDfJHl栄PG( 1141～ 1215) 
は、米から茶や余の効川や集)IJ効米を伝え、 「長柔量亙詑」をおーし、 fNI財lr'.IJ;(・M：全（ 1266～ 1337）は、 「千

金／j」をはじめ、 「fill行＇＂） ））」「太、jZl包.＇l•: ））」「J~目前総主むなどの 11 11£1の 1~ . 1 ：：を 参巧ーに l反r. ま じ り文による ｜公下全
,1：：「議邑泌」をおした。 しかし、宅旧lH年代の末になると 、 lリj に Wf"'f.：した附けi j幼子、川教色の •；1： い令；（： II：引にの
新しい医マ：を伝え、安土桃山II与代を経てi.LJi H刊にの 1JiiJUI に fるまで、この医’Y：が主流を •＇ i めるこ と とな つ た 。
そ 1.l カξ 「皆通峯」 をはじめ多〈 の医．’ 1 ：：を抗： jつ し、日 ,-j（医学 ： I• 興の Hl と 呼ぱj げ」 1ll1 1 !(i
J’iわした：を；抑Jと統〈、 J且三｝片d袋，工y：て，ある。ij1[ El i2S.’7・が完全に1I ,-j（に｜司化され、ll 本式の • I' [.El医学、 l英j了として

発展しはじめたの もこのII寺 JUI であ っ た 。 そして江戸時代に入る と 、 i失 ））は日本~~~ i’！の発以を比せ、 iu三流のイt
JC医学に対して rl• [.EI の r' i J,ll~ を豆枕する，J ；［~. JIの一派をは じめ 、 内i羊医’γ：も交え て係々な流ii~のj長 llFJ を よ4たので
ある 。 － ）） 、医科；J を 立与すも のの.W: IJll とともに、江戸時代には 1 lj JJI~から対新の 12I ’＇／：（こ至るま で数多く の医γ：，1：：が
II＇，版されるようにな り、1I '[1<1 医’＇／：； r ：：ーの諺解 （ i英文を 干I I文に 1 （（し 、 必.•.＼ を解説したも の） を 11•心に 、 40Ht余の｜伝
学世を.r,：・1つした近絵門左i!ii門の!XJ岡本一他などという人物もなJ：めした。

1:1本にはじめて西洋の医ザ：が伝えられたのは、16世紀の半ば、イエズス会の'i＼教Miによる布教活動とともに

であ っ た 。 Hi凶が完成してからも、 ~~ ）（.fは、西洋医学のmlfxに千六極的て＼オラ ン ダ人医師による 治療と医 l'rの

教育をオラ ンダに求めたため、オラ ンダ流医学が形成されるに宅った。八代将市.,'{7とによるi下J：輸入の緩和は、

「向刊本新：1 ：：」の制訳IL\ ）以に代表される l描lヴ：の Flt1t.~ をm米し、 ｜去’γ：に ｜以らず、 J計十｜学における近代4・｜学の発反を

ヰf;f1ii!することにな ったのである。

当文＂＇ ＇の 1ilj身である Lt!,•）！ ~維のi割l文wには、数 rT純の医学、1 ：：が所l泌され、内科（J (Jにも 干I i i先の 山J,U~ をほ とんど枠1

¥it＼ した充実したものであ っ たことが、 当 II寺の1i：主 ， 1 ：：目 Hから行t/l:'. される 。 徳川家W I ’l 身、「l ら 5草i を ,jJ，~f子したと （ぷ
えらtL るほど｜失~に｜晃J, c.、のある人物てeあリ、家＂＇~のj立 ’ 1： とし て）己リl《 4楳がI’良 ら jLたWfi11

，、A；：似」 「.11EJ!ilイ正.....：：」をはじめ131'’Rの111[・El、刺何－でII＇.版された｜笠マ：。1：：が含まれていた。ついて－，J出ld栴初代災1((
二代光友のlみ，1：：ーの111にも医学，1：：が比られるが、 J1止むその収集にブJをi_i:~、だのは 114 代c;i;il!iであった。i伎は、｜片γ－
を学び、 珍 しい医ザ：；1 ：：や柴を集めて研究し、 l’l ら 薬を J司令した とコわれ、記Hに伐る日夜、1:: 111 のほ と んどがi~J. ’＇｛：

Aて＂，212HUこl止んでいる。しかし、記録によると 、手ij凶の集めた医’・r:,1：：は、 lりliflト：Jjif三の払いII'.しによ って全て

処分されてしま っている。'JCJx.：の集めた医学，1：：についても｜百l総て＼ ｛創l泌＋：では、JJLイ1：£裂文化財に指定されて

いる 「太平塑必））」、義l立の1i：品、作でーは、 「延）.｛出張」他 2純が伐るのみである。

JJl.,(1：の注1.,－：＿文Hi. には 、 100純を越える ｜矢’下、 1 ：：が所必されている 。 そのほと ん どが、 l三~JU許 II .＼＇代か らの 1i:説 。 ！？であ

ることは 、 1i：主 ， 1 ：：向l等か ら lりlかて＼ 『1·1 同医学の ， 1；典と 江戸 II年代の 日本の医学 ， 1 ：：が小心でレあ る 。 そ の i也、 Jt, •;J ~ I災 ’＇｛：

fo'¥i長井家の千を経て入ったとよLられる京r.11の｛：布l寺等が1iJr必した1111玉｜や1I '1ζの，1;1民，1：：の悦’＇I-1（、r.111hl域三の

)Lの 1'4!: •1U洋学自'ii f1iil え十lけのテキ ス トであ っ たアム ステルダムl以 （ 1 765～ 75 ） の オ ランダ.mの ｜片Y： 。 r ：： 、 さ ら に 、

特7J !J な装丁の泊された献上本を含む 、 当 H寺会凶をリードした Ll •JJ ~本 I，＼予の 抗作など 、 』凡イlーの注J：：文 l •I＼にも多彩

な医学舎が所蔵されている。

「紅毛JI~人 If~図」
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紅毛銅人形図
x≪12年(1682.オラノ 7，岨川'1・'1,l!:kkによるH牛でH

IJJのオ ラン 7.1：臥 Jトカ句町制.~t.'i f>Jr制1陀HI告筋れ晶開l4断
(j；勺んど｛れ、ら〈さんみや〈ぞヲdすかい）の＇＇i-1' 1阜典ll,
レメリン円・Pinaxmicr田 osmographicus”（ 1667）じ、7
2巨人，，，，的前例外 内晶円形をした紙が · l~－ l~ •f(/ J ｛~ hせて
あり.Jirf1iカ勺内くってい〈と深附のものがよhilて〈 る禍
itになっている 足利I2 'I二 ·• ； 叫 I! ・fif,的人たち町拘1.:¥(1止を
満たすにとどまリ.90'l'l量的·~1fil 9 ~－ 1772)' ≪1耐＋体内外
分合k<!，としてIii脱されlltflllの：iJllをあぴた 尚、··；~ ／』トの
r紅 UM人形k<! ， が ＇ f>J r樹~HH持 J のが本であるよとを
御教授下さったのはit'!Ji'ンゾ氏である また 紺j世に合iiiて
秋1;0.が怖かれ 中央に金町Ill!＂のある1114'.本桁入りと ？を
丁か句見ても.Jdll2耳か勺そILIJど迫〈ない時則的万本と
維定される
参考文献

柄Jl-;..・:r 日本のf)..'11史」 恥，；.. ’n陪

kil<停止 止；HK'i'!坦.;JI, 制JLtl.
服部敏l当 日牛史小（j!f ~，，，，， 近砕Iii臥 H.
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49. 1 ri.Jf， ~定解

.ft洲 江戸1!1Jtl!HJ 7巻6fl甘

50.松mm〔4＆詳鑑 ・日m家｝J集〕

江戸 'I•JUIり 2 lilt 

51. )jjjj昔ll~T公列伝；1flj解 決井岡市北 ・j長Jl:1Elil¥l1li

lリlfll7年fl] 2巻2111t 

52. ~'l鈍H

iJJ的克明

53.誕生訓

ぷ｛足元年刊 1 fl仕

itn;u;:m 天保5年干I] 8巻411&

54. i~，泌総巻

竹山千百Ii（三益） i.l；戸末Jtlffll 1 lilt 

55. ；，！；；行II能イ了座 〔医i豆大芯〕

‘HllJti胤干IJ 2 .1~ 2 flサ

56. ~Ii志

f干多村山一

57. 凶イ・主主生~

III ij寸H~UJI

58.金者？一流絡伝抄

59. '.i:j;:旅JTJ医巻

fl]( ifr 1k2年Jn 3巻311&

江戸末JtlJrlj 1 fl仕

江戸，，，JUJ'.l.j'. 1 fl甘，1r-付lil!i

If;! 1 flサ

q
J
 



60.釣ぶ全，1:: （外科h.;;)
奥川同jJ'!

61. .＇.！~医 IHJ ,If-

62. l'i!I法鎖灸続

il.'~t'r~.＇：！ 

ill；末JUI万. 4>'.i!3fllt 

ilf’＂＇ JYJ ’•j: i -t1r 

86. 新修,j>:I,'(

[,;j XI~~ 5 ij'.'I f 1 {j; 1 lilt 

87. 呪修政手llff.t史，，iiEUiWi川本市

米 ・／，lf・[i¥l削jl) ,,J<:化 4ii三Fil 30{j;2Slllt 

63. 立前ifit針.，1：：守 ii： 従~ 3年’If

64. 灸点｜ヨHげ ’＇f 

65. -11i.J ！，＇（ 紙 ＇1'1'.'＊～鎌t：－初＇JJUI’＇i・
(I Ei::i(J見11＇家l説,j.:ll(j利42il三似裂）

1 ~lh 88. ,j-: .＇，＇（制 II
1 rjl.lj lリl・N年珍獄 'ft文121r-J'lj 

1 lilt 89. ,j－：！＇；•：発 lり l談笑

1制l iリ 1 ・µ~（};1; .. ~~j jl) lリlHJ 

90. 本＂，'lJf,(fifil!W,l ；公t包"i~

lリl うe 'i• 立 jjl) lリlf'IJ

iU ;q •JUJ''f 

66. ,f/H1i.J主薬 ・卜114＊主穴分寸；秋 ・Ji.1縦六Iliff変化｛労）J.!iえた

(?'111ili!.dif¥'J.物館ti：長）｝（｛以10年l己 •11<1~；ヅ： fi"i\11：長 J： ~i 1 lilt 

67. 条件；；制点 （！”；J ) 1 lilt 

蘭 方

68. li11J1描ii；’t:ilic外千付行再j

69 . キ 1 : Ul0J 人 Jf~図

~iυi<. 2年Fil 5 J.き1IIサ

iU ; "I JUI '.ff 1 lilt 

70. Pi何本新、1::

杉川ぶ l’ I ~；~／｛ 安ノi<.3年fl] 5巻 5IIサ

71.解体発会 (llfl初10年波裂）

三谷検 （文化10年F1J) 5巻5IIサ

72. flli描i内外安法

ず，』~t.·1；•；三 ；＼／｛

73. ~I涯範悦制釈義
ιj・：日1111m（止：J'.O

74. I亙純従制附図

75.解剖諸目Mt!
{Jf d長J~介

文政3if三千I] 8巻 8II甘

リL化 2if. Fil 3 Y,J: 3 lilt 

江戸末JYIJ'IJ 1帖

ll(j和110王ドり 1 lilt 

76. II 英 11,';11~1凶付.filf.'h 1::

{Jf 1j品.d~介校

77.純正i良法浴、！？

78. 地'fff洗~之法

79. 'I'ぢ－／.諸i説 紘凶n肩守’1

80. ¥i~11i.J手当ぷ人心f!H 1::

11！ ・ オンヤンテ7レJ庁 、 fJf ti長J~介訳 文；久3年J'IJ 1 IIサ

81 De Artz, of Genees-heer; in aangenaame 

spectatoriaale Vertoogen 6 Deel in 12V 

Amsterdam 1765・71

;Jd~U2年 fl] 1 lilt 

H文;if;ノk2年 Fil

J
 

J
 

’
 

H文

’J 1 II甘

82. Verzameling van Mengelschriften 

Amsterdam, 1767-69 

83. Naleezi ng van den Artz, of Geneesheer; m 

aangenaame spectatoriaale Vertoogen 

Amsterdam, 1773・75

(111.ji'fl人l料lリ！ff・ 十lf)f必よ介~，1: 11H 1 lilt) 

〈薬学 ・本草学〉

84.新修イ1-:1','.:

/,If・1ettiJ等jjl) :•j'. I l巻lI lilt 

85. I百l
,,;j 1利 、1・1坂本1j'. 5巻 5lilt 

次回肢がは

徳川義直の蔵書と著述

56 {j;38 IIサ

14 {j; 8 llU 

121.き8!Ill 

91. 大fll--1'.. , .. : 

ll /J;(J立｛，： :i（ノ・i<6 ・ .1u:e s年J'IJ 191,j;JOllU 

9 2 . k fl 1 !fo;q,t.'. IHJ iJ:J; *lYl"I JO{j;JOll日

93. ＋爪l'.<1.l'Pi

行山／，f常 江戸未知l’＇／（i'I Ni＼本） 2{j;2111t 

94, J'~：；；！~＋ •','( 

,'{ IU ，•：：；；ぷ 'k政4年fl] 1 lilt 

95. -1-=・:vJ食鑑

・｜ι~·r-必 ）.；. IC以10正ドfl] 12巻10IIサ

96. 本 「；f正ぬ

松‘I＇テ~－_D 安水 5年I'll 121,j; 6 lilt 

97. +1;1正々訪

1111刈~8安 安水 7年F1J 1 lilt 

98. 本 •＇，＇（ j'J:: 々 i為ー＇Fil 誤

杉山寺If白I 安水8年Tリ 1 lllt 

99.物品議r.
水谷 ·~1文 文化6年fl] l lilt 

100. ｜司

l•i] itfi末JUIFIJ 2 {j; 2 lilt 

101.物，＼－，＇，，；訟r.治法

！日l υ＿｝ 1米JY!FIJ 2 >'.!! 2 lilt 

102. 4手凶や；1;.:r,if.ilt

伊藤とt介，Ji{ 文政12年fl] 4{j;3!11t 

103. 日本刷物図説(i江古｜；イ ）

{Jf Ii長主介 1~1 ifi 7年fl] 1 lilt 

5V 

104. lj,:1，＇.：会物品目録

符 riU制 ）（ ｛~~ 6 ij三J'IJ 1 附

105. 1，＇•：水’rl：説 (:r, .11hl市鶴狩，，，，λ1:x1,1::fifi1i：主）

合人！f(Li: fl］（文政10年以） 3 fl] 3 IIけ

106.イI,:;: !','.: If-.: l:xl説 （！日J)

｜司 文政10年 fl] 2 {j; 2 lilt 
4V 

107, ft,j庭hl<HI矢，1::11H ill＇求JYI’午 1lilt 

108. 1前l文J<l(j調h＇：：符IIH 'J'L政年lllJ万 12 lllt 

liil J,;j 6 lllt 

109. i~ll!l!IJ御文l市川口鈷 万． 2 lilt 

110. ft~長名所凶会 的制

｜刈川作ミ早朝4 Fil（天保15＞＇ドJ() 7 II仕

I. 9 /28仕）～10/29（火）

II. 11/ 1樹～12/1 (II) 
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本文wのII~ぶ 1 :: 11 • には、縦士た ちの献納本などもすくなくな

い。このや11村家本もそのーって＼ ｜王l学｜具l係の普本が多い。や11

村氏は岐阜の出身で、正治H；まさちか）のとき 、京布IIにザ：ぴ、

歴史 ・有職 ・やjtj立などにくわしかった。3J杯5年(1755）、hf

•)ld務八世宗l協に刊 されて右~rH設に f工じ、 好学の殿さま宗JI事の

お気に入 りとな ったが、生米の＃制＼jから凶十四政て。逝去した。

後嗣がなかったので、友人らがキII談の結来、 その門人鈴木忠

1'1を推 して養子とすることを務にねがい、別手LI9年 (1772)

その許可をえたが、 これはきわめて ~'4f91j に以する 。 しかし 、必れ もまた天lリl元年(1 7 8 1 ） 四十二歳て’没したた

め、有11村家は控Ji絶したが、その政叶の一昔IIは務の文庫におさめられ、今日に至っている。神村父子のH寺代は

江戸 11'1~1 も終 り に近い可iであるが、 尾~［｛では 、 学科；1がいちじるしく興隆 ・ 普及し 、 子長）協 ・ 宗H全父子の努力も

あって滞校lりlf命立のIJf.Ji'＆も実現 している。このように文速が｜剥けるなかで、仲村らは河村秀似 ・稲また通宇IIら

といわゆる紀典学派とよばれる古典研究のグループをつく り、多くの業主，1＇（を挙げた。

さて 、事，，村家のii:lH1：：印には 、長}JJ杉のものが二純ある。ひとつは「尾務事j1•n!S?1~ cyX斎ii:!.t」とあ っ て 、 4 3mm×

22mm、f也はlji.に 「や，，事113反政」のIllい.j-：で、37mm×16mmの小1¥9F- 11 でみる 。 白1j者のうち “恭敬斎” は正~，，の号であ

るから 、j［；別；II寺代の印、 後者は忠i'lの代に変ってからのものであろう 。凸版にj羽いたのは、前者は「来型付卜｜

Jl(Jll：：」、後者は「1:11I;r11mサ」の向1で、どちらにも 「尾

J (.f 内hi ！ 図 i~：：」 の版印がきちんと除され、 詩作の文l!H

がこれらを公式に受け入れたことを示している。

なお、事，，村本には 「土佐日記」「大手II物語」「11;(

1l111il:f必紗」（i[苑nn「l凡卜学物語」「ちくさ」などの

ほか、r,f命話集解」のようなi'llfi. 7ドもゐる。これ

は、鎌介IIキ代の市：Lj:-<1'(lOjli},j.： ）て＼桁内ーに 「京行II

f6: 'l!i"’~／ ｛説法l以内十縦、安水三年三川八日、 ！己保有，，村

忠l’i」 とあ り、ill文の指定をうけている。

市；・［rn
市弓
一、εミ
F~1 
問

罷
浩
一
耐
wh

問
問
濡
一
憧

ー山
以

その16.神村家の蔵書印

十J' . 注浩二文hi!の iみせ｝： ~·；~

フ

蓬左文庫の蔵書印

4 い

J.:lt 計止

ムコ

「事Ji•nll家政」印

1i：主計一印と 似たものに 「誠子n・x」がある。これは、印肉をmいて書館！そのも のに捺

すのと典り、好みの文’i二や絵画等をF-iJAJ:ljした適当な大きさの紙を 、在籍の一書11にl!/i

りつけるわけだか ら、日批判の所以をlりlらかにする立l沫では似ているが、両者は一応、

区別すべき であ ろう。政；1：：烈の山王ll.は比較的あた らしく、 一般には近代に入ってか

ら で、好’M誌の手によ っ て、 f~邪 ・ 輩腿 ・ 奇依など 、 い ろいろなものが作製され、

カラー印刷などによる従っ たもの も多い。 脱出印の場合、 とくに 手Ii i英司ーは、 一度~ljl

した印記は、除去することはほとんど不可能に近いから 、その所属の確認という意

味ではこの））がす ぐれている。これに対し、日J..til：：梨は、 ｜泌H寺、はがすことが可能な

ので、好布IIイ？な場合もあ ろう。裂するに一長一短といえよう 。

さて 、 注左文/iii にも ii:!.ti' 日·.·~が－ II寺もちいられ、 h車内印 と jjjo JIJ さ れた前古もある 。

縦長（84mm×44mm）のj以手の和紙に、』AL、木版AJ;ljI）、上方に葵の紋をはさんで 「不治

Wl"I」 とあり 、おおむね表紙裂の左府Uにl!/iられている。作製年代はllf.1和の初年で

「L引事事Mil恭敬斎政」1:11

i ；~厩
j IIん互支
ヘ ーさ等｜
二墜 －；；I 

1主空白

1i:!.t 11:: :'X 

（元経左文五！？調:rt研究只）
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覧

名古屋議書三編第12巻（s. 56年刊）

同 第 8巻（s. 57年刊）

同第16巻（同）

同第19巻（同

同 第17巻（s 58年刊）

同 第 4巻（s 59年刊）

同第9巻

一松海棒筆（抄）上ー （s 60年刊）

同第11巻

一楽寿筆筆他一 （ 同

同第18巻（1)

一横弁也有全集 下（1）一 （同）

同第18巻（2)

一横井也有全集 下（2）一 （近刊）

各 1,800円 掘回文庫蔵書目録（s 58年刊）

1,000円 蓬左文庫図録（同）

出版物
名古屋市経左文ITHi英知分矧同H(s. 50年刊） 3,500円

名古屋市法左文w国；1：：・分Ui目H(s 51年T・IJ} 4,000円

名古屋市経左文1!!"1古文・，1:=r'1絵図 目鉢（ 同 ) 2, 500円

尾崎久弥コレ クンヨン 目鈷第一一三集

( s. 52-55年干lj} 各 l,500PJ 

名古屋銭円（正制）ヨミー引 ・総 i=Ij占（ s. 53年 HJ) 2,000円

名古屋叢告統制 索引（s. 47年刊） 700IIJ 

名古屋被告統制総目H(s. 44年刊）

善本島平副図銭安1ー～三集（s. 55年N版）

日本の古典〈注友文hi！凶鈷＞（ s. 52年刊）

迩左文庫 .ii.泉氏物語図H(s 53年刊）

蓬左文庫所蔵古地図復製 No. 1～No.13 

No.12 海束郡（s 60年刊）

No.13 海西郡（ 同 ） 

( s 55～60年刊）

御本印型書鎮（s. 58年製）

400llJ 

2千300fIJ

20QILJ 

300PJ 

3,000円

3,000円

3,000円

3,000円

3,000円

3,000円

3,000円

3,000円

3,000円

3,000円

500円

I, 500円

蓬左文庫絵薬害＜8枚組〉（ 同 ) 300円

女以上の Ii＼）版物は 、 本文)ij[•j';務室において頒布し ています。 ~y; j孟希望の ）J は郵送料が必要ですので、お問い介

わせ下さい。（ただし、 布地図複製は郵送不可）

[> [> b 利用ご案内 寸寸寸

t>開館時間 午前 911寺30分～午後 511寺

t>休 館 日 毎月11/il日 ・第 3金HM日（館内監理 El) 

I Bl:に重なる場合は日曜l閉館、月・火！Uf:¥
t)l日 ｜ ｜l月Br,; II 月火休館 I 

年来年始 (12月28日～ 1} l 4日）

覧 館内に限り、館外貸し出しはいたしません

（ ｜則覧料） 普通図 ：ff ~ 無料

t>閲

じ〉展 示 ドij1lllt-1i：説iI~：ーの一宮II を J氏示

名古屋市蓬左文庫

干461：｛＇，古屋市東区徳川lllT1001番地

fi( 052)935-2173 

（佑t主崖車
ず’j:J;r＞ス「JドJ也ケlf,()jf{ij」fT 

〈栄か ら＞ rliパスC豆三コr•)I ilJ」「l’iEIJヶil:Jlf
「新II\米」 下 •l l ，徒歩 4 分

（特別展を｜徐き入場無料）

t>復写サービス 普通因子iーのう ち 、 保存上；；i~~平のない

ものについて政：写サー ビスを行いま

す。 その他 、マイ クロフィルムの利

用、 写. ti;：搬；；i~の q 1 ,l , 'l を受け付け ます

ので、ニー＞IHHの」二、ご相談下さ い。
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